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細胞間情報伝達は、生体内の恒常性維持や組織機能の調節において不可

欠な役割を担っている。本セミナーでは、我々が進めている生きたマウ

スを用いた細胞間情報伝達経路のリアルタイム解析についてご紹介する。

観察には、二光子顕微鏡とFRET（Förster Resonance Energy Transfer）プ

ローブを組み合わせたin vivoマウスイメージング技術を活用し、深部組

織におけるシグナル分子の可視化を実現した。この技術により、リガン

ドと受容体の相互作用がリアルタイムで明らかになり、特定の経路にお

けるシグナル分子のダイナミクスを詳細に捉えることが可能となった。

さらに、OptogeneticsとChemogeneticsを併用することで、シグナル伝達

経路における複数のリガンドや受容体を時空間的に制御し、細胞外環境

におけるリガンドの動態や情報伝達の変化をリアルタイムで捉えること

ができた。これにより、創傷治癒過程における集団的な細胞運動や、炎

症誘導性メディエーターであるプロスタグランジンE2（PGE2）の放出メ

カニズムなど、細胞の機能調節に重要なシグナル経路の新たな知見を得

た。

本研究の背景および得られた知見について、以下の文献を基に詳しく解

説する。
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